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岡
本
太
郎
と
未
来
へ
の
憂
い

　「
芸
術
は
爆
発
だ
」の
岡
本
太
郎
が

制
作
し
た「
太
陽
の
塔
」。
55
年
経
っ

た
い
ま
も
大
阪
の
万
博
記
念
公
園
に

立
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
だ
っ
た
私
は
、
マ
ン
ガ
冊

子
や
T
V
な
ど
で
見
た
ア
ポ
ロ
12
号

が
持
ち
帰
っ
た「
月
の
石
」に
興
味
津

々
で
し
た
が
見
る
機
会
も
な
く
・
・
。

　「
太
陽
の
塔
」は
、
建
築
家
の
丹
下

健
三
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
開
会

式
も
開
催
し
た
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の

大
屋
根
を
ぶ
ち
抜
く
と
い
う
常
識
破

り
の
破
壊
力
、
そ
し
て
人
類
の
未
来

や
神
々
へ
の
畏
敬
の
念
を
込
め
た
存

在
感
の
あ
る
造
形
物
で
し
た
。

　
こ
の「
太
陽
の
塔
」に
は
、
金
色
に

輝
く「
黄
金
の
顔
」、
縄
文
と
現
在
を

貫
く「
太
陽
の
顔
」、
静
か
に
怒
り
を

に
じ
ま
せ
る「
黒
い
太
陽
」、
そ
し
て

そ
の
後
所
在
不
明
と
な
っ
た「
地
底

の
太
陽
」の
四
つ
の
顔
が
あ
り
ま
し

た
。

　
当
時
の
万
博
の
テ
ー
マ
は「
人
類

の
進
歩
と
調
和
」。
し
か
し
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
激
化
、
原
爆
や
水
爆
な

ど
米
ソ
冷
戦
下
で
の
絶
え
間
な
い
核

実
験
な
ど
、
岡
本
太
郎
は
科
学
技
術

と
人
類
の
未
来
へ
の
憂
い
を「
黒
い

太
陽
」に
象
徴
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
万
博
会
場
の
隣
に
は
1
9
6
2

年
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た「
千
里
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
」が
あ
り
、
リ
ア
ル
な

未
来
都
市
が
実
際
に
賑
わ
い
を
見
せ
、

そ
の
後
、
夢
見
る
未
来
は「
多
摩
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
」に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。

　
先
月
、
開
会
し
た
大
阪
・
関
西
万

博
の
テ
ー
マ
は「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」。
岡
本
太
郎
は

「
全
生
命
が
瞬
間
に
開
き
き
る
こ
と
。

そ
れ
が
爆
発
だ
」と
の
言
葉
も
残
し

て
い
ま
す
が
、
未
来
へ
の
憂
い
は
払

拭
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

（
多
摩
市
長
　
阿
部
裕
行
）

２　たまこどもフェス開催！
３　�子ども・若者関連情報
４　いきいきシニア、障がい者関連情報
５　税、求人・募集
６　4Rにチャレンジ！あなたができる「エコ活動」

７　�「第二次多摩市読書活動振興計画（素案）」の市民説明
会・パブリックコメントを実施します

８　�グリーンライブセンターリニューアルオープンイベ
ント

９　5月30日は「ごみゼロデー」まち美化キャンペーン

10　多摩市への宿泊施設の誘致を強化します！
11　�「2025年ミャンマー地震救援金」にご協力をお願いし

ます
12　身近な文化に触れませんか？

市長コラム 第132回

６月15日日は永山に集まろう

たまこどもフェス開催決定！


